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ロータリーの歴史を今 

国際ロータリー第２５６０地区 

2016‐17 年度 ガバナー 

田中 政春（長岡西 RC） 

青く高い空の下、稲穂が風にそよぎ、越後平野は実りの季節を迎ました。皆様いかがお過ご

しでしょうか。 

今月は、インターシティミーティング（ＩＭ）が６つの分区で開催されます。各分区のガバ

ナー補佐を中心に各分区内での活発な情報交換の場、また、より親睦を深める友愛の場とな

り、延いてはロータリー全体の活性化につながる実りある IM となることを期待します。 

さて、9 月 1 日は「防災の日」です。1923 年（大正 12 年）9 月 1 日に起きた関東大震災に

因み、大震災の教訓を忘れないという意味で制定された日であるということは、皆様もご存知

であると思います。その一方、歴史を遡ること今から 100 年足らず前、1920 年、当時日本で

最初に創設された東京ロータリークラブにとって、この大震災がロータリー活動の大きな転

機となっていたことを知っているでしょうか。 

東京クラブは創設当初、ロータリー活動への会員の関心も薄く、クラブの存続も危ぶまれる

ほどであったそうです。しかし、関東大震災の惨事を知った国際ロータリーをはじめ、各国の

クラブから続々と義捐金や救援物資が届き、これにより数多くの奉仕の喜びを身をもって感

じ、ロータリーの本質を再認識することによってクラブ運営も一新されたそうです。当時の先

達は、奇しくも関東大震災によって真のロータリークラブとしての本格的な活動をはじめ、そ

の先達の精神は脈々と受け継がれ、今の日本のロータリークラブの礎となっています。 

そしてまた、去る 7 月、ロータリー財団 100 周年の祝賀年度が始まりました。私たちは今、

苦難の時代を乗り越えてきた先達の功績を讃え、その確かな活動成果を見つめ直し、「世界あ

るいは地域社会で支援が必要とされている人道的ニーズは何か。」を、皆様一人ひとりの立場

で考え、より良い未来を築く新たな礎とする機会として捉えなければなりません。 

「防災の日」にあたり、ロータリーの歴史との関わりを少し振り返ってみました。もしもの

時に備えて、防災グッズの準備・点検や避難場所の確認もお忘れなく。 

 

なお、今月の月信から米山記念館便り「米山梅吉の横顔」をシリーズで掲載しますので、合

せてお読み下さい。 
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 去る 7 月 16 日より 2 日間の日程で妙高戸隠連山国立公園内、国立妙高青少年自然の家で年次大会が開催

されました。 

 今回のテーマ、「世界の皆さん‼私のまちに遊びに来て‼」を掲げ、インターアクター130 名、ロータリア

ン・留学生・ローターアクター約 100 名 合計約 230 名の参加を頂きました。 

 230 名という参加人数の多さは過去にあまり例がなく、地区役員の皆様をはじめ各クラブのご協力の賜と

感謝しているところです。大変ありがとうございました。 

 近年のインターアクト年次大会では、体験型研修が多かったように思われます。ある程度の研修内容が示

され、インターアクターが選択していくものです。ホスト校やスポンサークラブは大変な準備が必要でいろ

いろご苦労されたと聞いております。が、インターアクターはスタートしてしまえば、完成まで導かれます。 

今年度の方針はそんな傾向の中、「もっとインターアクターに自主的に考えてもらいたい。自分の地域の

未来をもっともっと考えてもらいたい。」との想いから大きな目標を掲げました。 

 上越教育大学・新潟産業大学の留学生にご協力頂き、「彼ら外国人から見た日本の良さ、地域の素晴らし

さをインターアクターが自ら引き出し、考えまとめ上げていく。」大変難しい課題に挑戦してもらいました。 

 

9 の分科会会場（観光地）に分かれ、積極的に留学生と交

流し、考えを聞き出し、人に伝えられるまで精度を高めてい

く。グループ分けはしてありますが、一人ひとりが、自ら動

かないと何も起こりません。 

  

19 時 30 分よりのグループワーク（纏めの作

業）が深夜まで及び、何を伝えるのか？どうま

とめるのか？白熱した議論が各グループで交

わされていました。 

私自身実際、本当に完成するのか？何度も不安

になり、正直、この企画は無理だったか？と諦

めようと思った場面も多々思い出されます。 

 

 

 

 

2016－17 年度地区インターアクト年次大会無事終了 

国際ロータリー第２５６０地区 

インターアクト委員長 清水 信博（高田東 RC） 
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 しかし、翌 17 日の発表会では、ブログ形式で、すべて

のグループが素晴らしい発表を行い、外国人の目線を見事

に代弁していました。一つひとつの観光地の細かい所まで

注意が及び、良いところや直したほうが良いと思われる事

を的確に指摘していたと思います。自分が住んでいる素晴

らしいこの故郷を再発見してもらいたいという、この目的

は達成されたと確信しました。 

 

 全体的には、開会式・閉会式等の式典は厳粛な中、若々しさとにきびきびとした様子を感じ取ることがで

きましたし、各分科会場では、ロータリアンとインターアクターと留学生が一体になり楽しく進行していき

ました。各食事も楽しく進んだ様子で、インターアクター同士、インターアクターとロータリアン、ロータ

ーアクターとインターアクター、また顧問教師同士の交流も進み、親睦という点でも良かったと考えていま

す。 

 しかし、反省されるべき問題点もご指摘頂いたのも事実です。これは、報告書にて詳細に記す必要がある

と思います。 

 

 最後となりましたが、今年度の年次大会を

開催するにあたり、地区役員のご協力をはじ

め、各ロータリークラブ・インターアクトク

ラブ顧問の先生方、上越教育大学・新潟産業

大学の留学生の皆さん、ホスト校上越高等学

校の皆様、そして高田東ロータリークラブの

皆様すべてに感謝致します。 

ありがとうございました。素晴らしい地区

大会でした。 
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田中年度での最初の事業となる夏期青少年交換事業が、オレゴン 5100 地区のデヴィン君が 7月 10 日に成

田へ到着したことを皮切りに始まりました。 

そして、7月 11 日にはドイツの学生 5名を新潟空港に迎えることが出来ました。 

順調な滑り出しで私も委員メンバーも喜んでおりましたが、先に来日したデヴィン君が心身ともに病んで

しまいました。留学生のカウンセリングも経験のある委員メンバーに話を聞いていただきましたが残念な

がら早期帰国となってしまいました。 

気を取り直しての、朝日みどりの里キャンプでは地元クラブである村上ロータリークラブから会長と会長

エレクトに出席いただき挨拶をいただきました。 

そして、派遣学生にとっては最後となりますプレゼンテーションの練習と渡航直前のオリエンテーション

を行いました。学生同士の交流が出来るのもこのキャンプの目的でも有りました。 

来日学生と派遣学生の情報交換も積極的に行われ大変有意義なキャンプとなりました。また、ゆかたでの

参加を推奨した今回のキャンプでしたが来日学生の女子はゆかたを着て大変喜んでおりました。 

 

7 月 25,26 日は来日学生の東京研修旅行でしたが、平日にもかかわらずお世話をしていただいた委員メン

バーには大変感謝しております。その甲斐があり東京ディズニーランド、渋谷の夜景、東京スカイツリ

ー、浅草、皇居、東京駅と走り走りではありましたがなんとか日程をこなしました。 

来日学生には日本の素晴らしさが伝わったと確信しております。 

最後の夏期交換歓送会ではホストファミリーと学生達の涙涙のお別れに私たちも感動しました。 

7 月 30 日に学生達は期待に胸を膨らませ、新潟空港からドイツへ旅立ちました。2560 地区の親善大使とし

ての役目を果たし、たくさんの経験を積み、私たちロータリアンに素晴らしい土産話を持って帰国するこ

とを期待しております。 

 

感動を呼んだ田中年度の夏期青少年交換 

国際ロータリー第２５６０地区 

青少年交換委員長 本間 啓介（村上RC） 
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田中年度では、学生たちの帰国報告会を国際フォーラムの場をお借りしまして、2560 地区のロータリアン

100 名の前で発表致します。各クラブの国際奉仕委員長の皆様に於かれましてはこの発表の内容をクラブ

に持ち帰りまして報告をお願い致します。 

各クラブのロータリアンの皆様には日頃より青少年交換事業へのご理解をいただきまして感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2016-17 Rotary International District2560 Governor's Monthly Letter 
 

 

6 

 

 

 

  

 

 

７月２３日、ながおか市民防災センターの 2Ｆ研修室に於いて恒例となった「ロータリー防減災セミナー」

が開催されました。 

テーマは「ロータリー地域協働ネットワークセンターの役割…地域と共に、備えよ常に」と銘うって、田

中ガバナーを始め田中ガバナー年度のガバナー補佐、各クラブ選出の連絡員そして、ネットワークセンター

担当委員から出席いただきロータリーが地域と共に歩を進める中で、ネットワークセンターの役割の認識と、

いざという時に適切かつスムーズに動けることを目的として開催された意義深いセミナーでした。 

  

特に協働諸団体とは回を重ねるごとに平時の情報交換の在り方と緊急時の連携の取り方について、より一

層具体的事例を交えての意見交換が出来、意思の疎通をますます深めることが出来ました。 

今回のトピックスとして、自衛隊新潟地方協力本部の石井一将本部長のお計らいで陸上自衛隊高田駐屯 

地第２普通科連隊長からも直々にお越しいただき、災害時の支援の実態等をお話しいただきました。 

また、県警 OB が中心となって活動されている被害者支援センターやボーイスカウト新潟県連盟・新潟い

のちの電話の活動報告とロータリーとの関わりについてのお話を頂きました。地区ローターアクト代表からも

アクトの活動方針に加えて災害時でのロータリアンとの協働についての意気込みを聞かせて頂きました。 

 第２部ではロータリー地域協働ネットワークセンターの役割をテーマに「ロータリーの発展は地域との協働の実

践にある」とした視点から、鈴木センター長によるセンターの組織運営と被災時の連携の取り方を中心に説明があり

ました。 

また第３部では、（公社）中越防災推進機構地域防災力センターの河内センター長から「熊本地震支援体験から 

考えること」というテーマで、被災地支援の体験を通じて支援する側のネットワークの大切さを実体験を通して詳し

くお話しいただきました。 

近年多発する自然災害を含めいざという時の備えを怠るこ

となく、志を共有できる協働諸団体と共に、地域のために地

域と一体となって即応出来る事がロータリーへの信頼につな

がり「ロータリーに参加したい」と云うエナジーにつながる

ものと考えます。 

皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げセミナーの報

告といたします。 

 

 

ロータリー防減災セミナーを終えて 

国際ロータリー第２５６０地区 

ロータリー地域協働ネットワークセンター長 鈴木 重壱（長岡 RC） 
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さる 8 月 6 日(土)長岡ベルナール２F チェルシーにて、入会１～３年会員を主な対象とする新人研修セミ

ナーを１３：３０より１５：３０まで開催致しました。 

出席者は、田中政春ガバナー・山本和則地区会員増強委員長・各ガバナー補佐・地区役員諸氏をはじめ出

席会員１１４名です。 

 小林地区幹事により開会し、田中ガバナーより御挨拶を戴き、山本パストガバナーより「新入会員へのお

話」として、ガバナー事務所一本化や会員減少をすると RI 理事を日本から出しづらくなるという説明、１

９０５年ロータリーの名前をつける時の候補名について、またライオンズクラブとの違いなど多岐にわたる

お話を賜りました。それに続き「ようこそロータリーへ」の VTR 放映を２０分行い、映像によりロータリ

ーの全貌が良く分かる内容でした。 

 次に、浦上クラブ奉仕委員長による「ロータリーの基礎知識」として、ロータリー誕生や創立メンバー ポ

ールハリスの人となりなどから始まり、日本のロータリー設立やその二年後の関東大震災における米国から

の多額の援助の状況、ユネスコや国連誕生にロータリアンが多くの人材を派遣し、多大な協力をしたとの逸

話を披露し、次に会長・理事会・SAA・出席・スマイルボックス等の各基礎知識の説明を行いました。 

 また、世界や日本のロータリアンにいかに著名な人々が入会しているかを名前を挙げて発表し、ロータリ

ーの良さを理解し 楽しみ 退会することなく、是非友人を誘って欲しいことをお願いして講演を終わりとし

ました。 

 山本パストの講評の後、１５：５０～１７：３０まで楽しく懇親会をしておひらきとなりました。 

  

以上 ご報告申し上げます。 

 

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

新入会員研修セミナー報告 

国際ロータリー第２５６０地区 

クラブ奉仕委員長 浦上 義昭(長岡西 RC) 
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新発田 RC 創立 60 周年記念式典 
 

 

 

 

 

1957 年 5 月 2 日に第 2560 地区 7 番目のロータリーとしてうぶ声を上げた新発田 RC は本年で満６０年と

なりました。 

 去る 7 月 30 日に 60 周年記念式典を月岡温泉ホテル清風苑にて執り行われました。 

当日は二階堂新発田市長、田中ガバナーはじめ友好クラブである台湾蘆州重陽クラブ、沼田 RC、加賀 RC

の方々、第一分区の RC メンバーのメンバーがお祝いに駆けつけてくれました。 

 記念式典のテーマはシンプルで且つ調和のとれた式典、そして新発田 RC らしく規律ある式典といたしま

した 

本年度会長の高澤会長から先人の偉大さや功績の重さに思いを馳せ、次の 70 周年、１００周年へとロータ

リーの理念をつないでいく決意が述べられました。 

 記念事業として、29 年 1 月に竣工される新発田市役所４階テラスに市の樹でもある桜をデザインした花

びらベンチ３セットを寄贈致しました。 

新市役所庁舎は多くの市民との触れ合いの場となる 

ようにと、市民が自由に昇り降りできるオープンス 

ペースとなっております。そこからの眺望は飯豊連 

峰、五頭の山々が見渡せる絶好のスポットでもあります。 

そのスペースに市民の皆さんが腰を掛け、寛げるちょっとおしゃれなベンチを寄贈致しました。 

 また、６０周年の記念公演として「タイムファイブ」のミニ

コンサートをワイングラスを傾けながらおこないました。 

 タイムファイブの演奏と歌声に会場全体がうっとり聞き入

り、和やかに宴のはじまりとなりました。 

最後に会場の全員で「手に手つないで」を合唱し、名残りつき

ぬ間に閉会といたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 周年実行委員長 

清田 雅人（新発田 RC） 
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新入会員 紹介 （敬称略） 

新 発 田  本間  裕士 2016.07.29 東北電力㈱新発田営業所 

水 原  若 月  正 和 2016.07.02 ㈱若月商店 ㈲とき 

中 条  近  賢 志 2016.08.03 有限会社 近建材 

中 条  杉田  裕一 2016.08.03 杉田建設株式会社 

新 潟  亀田  制作 2016.08.09 日本銀行 

新 潟 東  山﨑  一矢 2016.07.15 東海東京証券㈱ 新潟支店 

新 潟 南  馬場   工 2016.07.06 ㈱新潟博報堂 

新 潟 南  本間  涼子 2016.07.27 司法書士 長谷川英二事務所 

新 潟 西  後藤  克洋 2016.07.21 ㈱ホテルオークラ新潟 

佐 渡 南  内 海  治 2016.07.01 ㈱ユアテック佐渡営業所 

新潟万代   熊倉  正志 2016.07.04 ミサワホーム北越㈱ 

新潟万代   渡辺  邦夫 2016.07.04 ㈱中央グループ 

 燕    竹 越  孝 行 2016.08.04 (株)タケコシ 

 燕    飯 塚  勇 2016.08.04 (有)飯塚石油 

三 条 北  中原  尚彦 2016.08.02 株式会社ナナコ 

長 岡  小 川  智 史 2016.07.05 小川コンベヤ株式会社 

長 岡  阿 部  広 志 2016.07.12 長岡グランドホテル 

長 岡  嘉 部  正 史 2016.07.12 株式会社ＮＴＴ東日本－関信越新潟支店 

長 岡 西  長部  亥史 2016.07.07 (有)長部配管 

長 岡 西  田 中  仁 2016.07.21 (有)広蔵 

高 田  進 藤  博 2016.07.01 第四銀行 高田営業部 

高 田  飯塚  宏佳 2016.07.08 飯塚組建設(株) 

高 田  小 池  豊 2016.07.15 岡三にいがた証券(株)上越支店 

越後春日山  宮原  吉広 2016.07.01 北野建設㈱ 上越営業所 

 

  

 

  

 

 

 

 

新発田 RC 田中 茂穂 様     7 月 30 日ご逝去 

訃 報 

故人のご冥福をお祈りいたします・・・ 

小千谷 RC 岡元 学  様     8 月 10 日ご逝去 
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http://www.rotary-bunko.gr.jp 

 
 
 「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年 
  に創立された皆様の資料室です。 
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備 
 し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、 
  文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承りま 
 す。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。 
 クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 
  ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。 
 
 

地区大会講演から 
 
 ◎「一服の叡智」 ビチャイ・ラタクル 2015 12p 
                                                   （D.2520地区大会記録誌） 
 ◎「ロータリーの心」 千 玄室 2016 2p     

（D.2650地区大会記念誌）  
 ◎「もう一度ロータリーを･･･」  小船井修一 2015 8p 
                                                  （D.2520地区大会記録誌） 
 ◎「ロータリーを楽しもう」 河本英典 2016 2p 
                                                    （D.2650地区大会記念誌） 
 ◎「日本の文化・伝統と教育が、拓く未来!」 櫻井よしこ 2016 11p    
                                                  （D.2730地区大会記録誌）  
 ◎「繋がる夢」 シルネン・ブヤンジャルガル 2016 3p  
                                                    （D.2790地区大会記念誌）  
 ◎「スポーツの可能性」 為末 大 2016 8p  

              （D.2590地区大会の記録） 
 ◎「東洋スロトレ－老いない体のつくり方」 田中貴恵 2016 4p 
                                                    （D.2780地区大会報告書） 
 
                                    ［上記申込先：ロータリー文庫] 
 
 

 ロータリー文庫  

 
 

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階 
           TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506  http://www.rotary-bunko.gr.jp 

 開館＝午前 10 時～午後 5 時  休館＝土・日・祝祭日 


